
 

 

 

 

 

 

 
 

 
１１月１６日（火）飯豊町町民総合センターあ～すをホス

ト会場にオンラインで８市町とを結び、標記大会を開催しま

した。はじめに表彰式典が行われ、地域における社会教育の

発展に寄与された 1 団体８個人（下記参照）の皆様の表彰を

行いました。後段の研修会では、「耳を澄まし・率直に語る『対

話』からはじめるこれからのコミュニティー ～ナリワイづ

くり７年の気づき～」というテーマのもと、鶴岡ナリワイプ

ロジェクト 代表の井東敬子氏を講師に迎え、「自分の得意な

こと、好きなことを通して地域の困りごとを解決していき、

それをナリワイにしていくこと」など地域づくりについて身

近なところから「まずは動いてみる」という示唆に富んだ貴重なお話をいただきました。また他会場からも取

組みを深める質問があり、参加者の皆様とともに学び合う機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 １１月６日（土）に米沢市児童会館を会場に、読育推進連携講座「プラネタリウ

ムで見る星空絵本」を開催しました。普段は星が映し出される画面に絵本を投影し、

渡部忍氏、皐月れみ氏による読み聞かせをしました。今日だけは上映中のおしゃべ

りが OK となり、講師の先生と参加者の皆さんとのかけ合いや、星が空から降って

くるような演出に大人も子どもも大興奮でした。また、「黄道１２星座」や「冬の星

空」の星空ガイドの解説には、耳を傾けじっくりと聞き入っていました。楽しい読

み聞かせの時間と美しい星空に癒された大満足の時間となりました。 

＜アンケートより＞「宇宙の中にいながらステキな絵本を読むことが出来る感覚がとても楽しく新鮮でした。」

「子どもが楽しそうに見ていたのが一番！」「星空と絵本がうまく組み合わされていて楽しかった。」 

お星さま絵本 

1 おほしさま、きえちゃった 

2 みつけたよ、ぼくだけのほし 

3 ほしぞらでんしゃりゅうせいごう 

4 おやすみ、わにのキラキラくん 

5 さわってごらん！よるの星 
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好評により、第２回を 

１２月１２日（日）に開催します！ 

 

優良社会教育団体・職員等表彰者の皆様 

講師の井東敬子氏 

長井市 
鈴木陽一様 

白鷹町 
梅津晶一様 

南陽市 

落合 貢様 

高畠町 

二宮美夫様 

川西町 

田村政博様 

小国町 
おぐに話す部
ゆるり座 様 

飯豊町 
長沼朱美様 

米沢市 
櫻井美香様 

米沢市 
伊藤八重子様 



 

 

兼 山形県スポーツ少年団置賜地区協議会指導者・育成母集団研修会 

１１月１３日（土）Zoom アプリを用いて、山形県スポーツ少年団指導者・育成母集団

研修会をオンラインで開催しました。自宅からの参加に加えて、Zoom アプリに不慣れな

方のために県内各地区にサテライト会場を設けました。（置賜会場は白鷹町中央公民館） 

講演では、会津大学文化研究センターの沖和砂准教授に「コロナ禍における団員とのかか

わり方」と題してお話しいただきました。モチベーションの維持やパフォーマンスを引き

出すためのかかわり方など、科学的な視点からたくさんのヒントをいただきました。来年

度は南陽市を会場に実施される予定です。多くの皆様の参加をお待ちしております。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１１月５日（金）、南陽市沖郷公民館において、置賜社会教育振興会主催の標記コンクール審査会を開催し

ました。今年度は、社会教育部門 2 作品、学校教育部門４作品、児童生徒作品１作品の合計７作品の素晴らし

い作品を出品していただきました。各市町の担当者に演示をしてもらい、①テーマ、②教材性、③構成、④技

術の観点から厳正な審査が行われました。結果は下記の通りとなりました。 

【社会教育部門】 

№ 作品名 規格 制作者 審査結果 

１ ひょうたん沼にハマった人々 映像教材 米沢ひょうたん愛好会 入選 

２ ふるさとの伝統野菜 オカヒジキ 映像教材 南陽８ミリクラブ 特選 

【児童生徒作品部門】  

№ 作品名 規格 制作者 審査結果 

３ 二十三夜の月待ち 物語 紙しばい 飯豊町立飯豊中学校美術部 入選 

【学校教育部門】 

№ 作品名 規格 制作者 審査結果 

４ 家庭学習支援ビデオ 映像教材 山形県立米沢養護学校長井校 奨励賞 

５ 夜空の星座を学ぼう 映像教材 平吹  登 奨励賞 

６ 
美女木伝説 

―明治元年生れの曾祖母が語ってくれ
た伝承民話― 

紙しばい 小林 幸子 特選 

７ 最上徳内のはなし 紙しばい 安部 重子 入選 

12 月 5 日（日）に長井市中央コミュニティセンターふらりにて表彰式と鑑賞会を行いました。 

※本情報紙の本文は、UD(ユニバーサルデザイン)デジタル教科書体を使用しております。 

【お問合せ先：置賜教育事務所社会教育課℡ 0238(88)8242】 

～参加者アンケートより～ 

子どもがスポ少に入団して、このような研修会には初めて参

加させて頂きましたが、大変勉強になりました。子どもはバス

ケをしていますが、なかなか上達せず、親子で悩んでいるとこ

ろでした。しかし、短期目標を掲げて１つずつ「出来た！」を増

やして自信に繋げてあげたいなと思いました。指導者や他の

父兄の方々にも、今日の研修で学んだ事を伝えさせて頂こう

と思います。ありがとうございました。 

育成母集団とは？ 

スポーツ少年団の活動を支える「母体となる集

団」という意味で使われます。団員の保護者・

家族の方々はもちろん、活動を支えてくださる

地域の方々なども含みます。団活動への理解を

育成母集団の方々にも広めることで、よりよい

団活動につながると考え、このような事業を実

施しています。 
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